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1. 研究の背景 

今後の超高齢社会では独居や夫婦だけの高齢世帯が増えることからも、高齢者は「支えられ

る人」としてだけでなく「支える人」として地域社会での継続的な活躍が期待されている。し

かし、高齢期において活動範囲が限定されがちな高齢者が身近な地域社会で継続的に活動する

には、日常生活圏内で手軽に参加できる地域に密着した社会貢献活動が望ましい。身近な場所

での社会貢献の活動は、地域の住民との交流や支え合うことでそれぞれの役割を分担すること

になり、それは高齢者の居場所の確保や活動を通してのやりがいにつながる可能性がある。 

2. 研究の目的 

 高齢者が参加する地域に密着した社会貢献活動に着目し、社会貢献活動の実態を明らかにす

るとともに、社会貢献の活動がもたらす効果を健康関連及び主観的 QOL の両面から検討し、

さらに社会貢献活動と活動満足度との関連を検討することを目的とした。 

3. 研究の方法 

神奈川県の Z市在住の 65～79歳の高齢者 1153名に対して、平成 23年 1月に自記式調査票に

よる郵送調査を実施し 970名から回答を得た。回収率は 84.1%であった。領域別の社会貢献活動が

及ぼす影響および活動を通して得られる満足度等の主観的QOLを検討するため、SF-8の身体健康

度（PCS）、精神健康度（MCS）、健康度自己評価、社会活動に関連する過ごし方満足度の下位尺度

「他者・社会への貢献に関する満足度」の各得点を従属変数として重回帰分析を行った。独立変数は、

社会貢献活動として、①町内会・自治会活動、②特技を伝える活動、③美化活動、④高齢者施設で

の活動、⑤虚弱高齢者の見守り、⑥子どもの見守り活動、⑦交通安全・防犯活動、⑧健康・体力づくり

活動の 8項目、年齢、性別、居住歴、収入のある仕事の有無、受診状況、IADL,閉じこもりとした。 

3. 研究の結果 

分析の結果、分野別の社会貢献活動へ参加者は非参加者と比べて、SF-8 の身体健康度(PCS)、

健康度自己評価、社会活動に関連する過ごし方満足度の平均値は有意に高く、精神健康度

(MCS)の平均値も「虚弱高齢者の見守り」「交通安全・防犯活動」以外のすべての活動では有

意に高かった。また重回帰分析の結果「活動合計得点」「高齢者施設での活動」は PCS と正の

相関が認められたが、どの社会貢献活動も MCS とは関連が見られなかった。健康度自己評価

は「虚弱高齢者の見守り」「交通安全・防犯活動」以外の全ての社会貢献活動と有意な正の関

連を示し、また、全ての社会貢献活動を通して活動満足度が得られることが認められた。 

4. 考察とまとめ 

社会貢献活動の「町内活動・自治会活動」「特技を伝える活動」「美化活動」｢高齢者施設で

の活動｣「子どもの見守り活動」「健康・体力づくり活動」は主観的 QOL、特に主観的健康感

を高める可能性が認められた。 

齢を重ねながら居住生活圏内で社会的役割を担う社会貢献の活動は、社会関係が縮小しがち

になる高齢期を生きる高齢者には地域社会との強い絆を保つ重要な役目を果たす。先行研究で

は他者や社会のために役立っているという意識や達成感は、人間としての存在意義や生きがい

に強く影響する報告を考慮しても、積極的な社会貢献活動は高齢者のより良い生活の維持や向

上に寄与する可能性は高いと言える。  
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